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１                              問題のページへ 

(1) 3 点 )0,0,6(A , )0,6,0(B , )6,0,0(C の定め

る平面a の方程式は,  

1
666
=++ zyx , 6=++ zyx  

すると, 平面a の法線ベクトルは )1,1,1(=n となる

ので , k を定数として , )1,1,1(OH knk == から , 

),,(H kkk と表せ,  

6=++ kkk , 2=k  

よって, )2,2,2(H となり, 32222OH 222 =++= より,  

320 ＜＜t  

(2) tP を頂点とする円錐は母線 32OH = , 高さ tt =HP から, 円 tS の半径は,  
222 12)32( tt -=-  

よって, 円錐の体積 )( tf は,  

)12(
3
1)12(

3
1)( 32 ttttt +-=-= ppf  

(3) (2)より, )123(
3
1)( 2 +-=¢ tt pf  

   )2)(2( -+-= ttp  

すると, 右表より, )( tf の最大値は,  

pp
3

16)248(
3
1)2( =+-=f  

 

［解 説］ 

切片を利用して平面の方程式を記述しました。詳細はピンポイントレクチャーを参

照してください。 
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２                              問題のページへ 
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ここで, 222 aab -= とおくと, ÷
ø

ö
ç
è
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12 となる。 
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1

1
と表されることを数学的帰納法で証明する。 

(i)  1=n のとき ap =1 とおくと成立する。 

(ii) kn = のとき ÷
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であると仮定する。 
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ここで, kk paap )21(1 -+=+ とおくと, ÷
ø

ö
ç
è

æ
-
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P となる。 

(i)(ii)より, ÷
ø

ö
ç
è

æ
-
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1
と表される。 

(3) (2)より, nn paap )21(1 -+=+ となり,  

( )
2
1)21(

2
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1 --=-+ nn pap  

よって, ( ) 1
1 )21(

2
1

2
1 ---=- n

n app , ( ) 1)21(
2
1

2
1 ---+= n

n aap  

ここで, 0＜a＜1から 1211 ＜＜ a-- となり, n→∞のとき 0)21( ®- na から,  

2
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［解 説］ 

行列の n乗についての平易な頻出題です。誘導の意味も一目瞭然です。 
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３                              問題のページへ 

(1) p≦≦ x0 のとき xx sin)( =f , x＜0または x＜p のとき 0)( =xf より,  
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また, pp ≦≦
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≦≦ x のとき ( ) ( ) xxx cos

2
sin
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-=-=- ppf とな

り, 0
2
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(1)(2)より, 
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a＞0から, 相加平均と相乗平均の関係より,  

2
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等号成立は, 
2

2

2
2

a
a pp = すなわち

2
1=a のときである。 

以上より, 
2

1=a のとき, )( aT は最小値 22 +p をとる。 

 

［解 説］ 

積分区間を分けて丁寧に計算すれば OK です。思考を整理するために, グラフを書

くのも 1つの手です。 
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４                              問題のページへ 

(1) n回さいころを振ったとき, 1の目が出ない確率は ( )n
6
5 より, 少なくとも 1回は

1の目が出る確率 na は,  

( )nna
6
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(2) k 回目に振ったとき, はじめて 1 の目が出る確率を kb は, ( ) 1
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よって, { ( ) } ( ) ( )nnn
n nnS
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(3) 条件より, n→∞のとき ( ) 0
6
5 ®

n
n なので, (2)から,  
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［解 説］ 
有名な(等差)×(等比)タイプの数列の和 nS で, 期待値を計算していることがわかり

ます。 


